
日本学術会議 公開シンポジウム

薬学教育への期待：4年制薬学教育のあり方と参照基準の作成に向けて

主催： 日本学術会議薬学委員会薬学教育分科会

日本薬学会

日時： 平成26年8月6日（水）午後1時～5時

場所： 日本学術会議 講堂 http://www.scj.go.jp/
〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34

東京メトロ千代田線「乃木坂」駅下車出口５番より徒歩１分

プ ロ グ ラ ム
13：00～13：15 開会あいさつ

柴崎正勝（日本薬学会 会頭・微生物化学研究所 所長）

橋田 充（日本学術会議薬学委員会 委員長・京都大学大学院薬学研究科 教授）

13：15～13：30 イントロダクション

赤池昭紀（名古屋大学大学院創薬科学研究科 教授）

［座長］入江徹美（熊本大学）、望月眞弓（慶應義塾大学）

13：30～13：45 薬学教育モデル・コアカリキュラムの改訂

松木則夫（東京大学名誉教授）

13：45～14：15 大学教育の分野別質保証と参照基準

広田照幸（日本大学文理学部教育学科 教授）

14：15～14：45 薬学教育への期待（製薬企業の立場から）

高柳輝夫（ヒューマンサイエンス振興財団 理事長）

14：45～15：15 薬学教育への期待（薬害との関連）

花井十伍（全国薬害被害者団体連絡協議会 代表世話人）

－ 15：15～15：30 休憩 －

［座長］北 泰行（立命館大学）、佐治英郎（京都大学）

15：30～16：00 薬学教育の現状と期待（創薬研究から）

大高 章（徳島大学薬学部・大学院薬科学教育部 教授）

16：00～16：30 くすりと薬学教育（PMDA並びに医薬農工融合拠点の経験を通じて）

内海英雄（九州大学先端融合医療レドックスナビ拠点 研究統括）

16：30～17：00 ディスカッション

モデレーター：太田 茂（広島大学大学院医歯薬総合研究科 教授）


